
 2009年はイタリアの科学者ガリレオ・ガリレ

イが初めて望遠鏡を夜空に向け、宇宙への扉を開

いた 1609年から 400年の節目の年であり、国際

連合、ユネスコ(国連教育科学文化機関)、国際天

文学連合は、この 2009年を「世界天文年」と定

めました。ガリレオが「望遠鏡というもの」を作

り、それで宇宙を眺めたのは 1609年末。今から

見ればおもちゃのような口径４cmの望遠鏡で見

たものは、驚きに次ぐ驚きでした。水晶の球とい

われていた月には、円いクレーターがたくさんあ

る地球と同じような天体であり、不思議な「天の

大河」だった天の川は、無数の星の集まりだった

のです。それから 400年。世界中の人々が夜空を

見上げ、宇宙の中の地球や人間の存在に思いを馳

せ、自分なりの発見をしてもらうということを目

的にこの世界天文年が制定され、国際天文学連合

(IAU)が中心となり、天文学と科学に関する行事

を世界中で展開します。 

 また今年7月22日、日本を含むアジア・太平洋

地域で日食が起こります。日本では、全国で部分

日食が見られ、太陽が月に隠されていく様子を見

ることができます。更に奄美大島北部、トカラ列

島、屋久島、北硫黄島、硫黄島やそれらの周辺海

域などでは皆既日食を見ることができます。日本

の陸域で皆既日食が見られるのは、1963年7月21

日、北海道の皆既日食以来46年ぶりとなります。

今回の日食は、場所によっては皆既の始めから終

りまでの時間が最長6分44秒と、21世紀に起こる

皆既日食としては最も長く、皆既が起こる時の太

陽高度も高いことから、21世紀最高条件の皆既日

食といえるものであり、日本を含む国と地域に大

きな注目が集まっています。 

 7月21日は、1969年アメリカが打ち上げたアポ

ロ11号で人類が初めて月面に降り立った月面着

陸の日でもあります。日本人飛行士若田光一さん

が乗り込んだ米スペースシャトル「ディスカバリ

ー」は約3か月、国際宇宙ステーション(ISS)に滞

在し、科学実験などをこなしています。 

世界天文年の今年、「人類と宇宙」にとって節

目となる重要な年になることでしょう。 

 

 

日
本
一
の
山
富
士
山
。
山
梨
、
静
岡
の
両
県
に
ま
た
が
る
標
高
3776
Ｍ
、 

特
別
名
勝
、
日
本
百
名
山
の
ひ
と
つ
で
す
。
円
錐
形
の
そ
の
姿
は
、
世
界
的
に
も
そ

の
美
し
さ
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
来
よ
り
霊
峰
と
さ
れ
、
平
安
末
期
の

１１４９
年
、
山

頂
に
一
切
経
を
埋
納
し
た
富
士
上
人
と
称
さ
れ
た
末
代
が
富
士
山
を
開
い
た
と
伝
え

ら
れ
、
1800
年
ま
で
女
人
禁
制
で
し
た
。
登
山
道
は
山
梨
側
に
３
口
、
静
岡
側
に
３
口

で
全
６
コ
ー
ス
。
標
高

２３００
〜

２６００
Ｍ
に
は
中
腹
を
一
周
す
る[

お
中
道]

、
２１５０
Ｍ
に
眺
望
の

開
け
た[

奥
庭]

、
２３４０
Ｍ
に
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
街
道
と
も
い
わ
れ
る[

御
庭]

が
あ
り
ま
す
。 

 

現
在
の
富
士
山
の
形
は
、
小
御
岳
火
山
、
古
富
士
火
山
、
新
富
士
火
山
の
３
世
代

に
わ
た
る
火
山
活
動
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
小
御
岳
火
山
は
今
か
ら
１０
万
年
以

上
前
に
活
動
を
停
止
し
た
と
考
え
ら
れ
、
古
富
士
火
山
は
、
現
在
の
富
士
山
の
土
台

と
な
っ
た
火
山
で
、
約
１０
万
年
前
か
ら
１
万
年
前
に
か
け
て
活
動
し
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
の
富
士
山
を
形
作
っ
た
新
富
士
火
山
の
活
動
は
、
約
１
万
年
前
に
始
ま
っ

た
と
さ
れ
、
１
万
年
程
の
間
に
１００
回
を
超
す
噴
火
を
繰
り
返
し
た
と
考
え
ら
れ
、

１７０７
年

の
「
宝
永
の
噴
火
」
が
最
大
か
つ
最
後
の
噴
火
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

富
士
山
の
名
前
の
書
き
方
は
古
代
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
表
現
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご

く
一
般
的
な
の
が[

不
二
山]

。
他
に
比
べ
よ
う
が
な
い
唯
一
無
二
の
高
峰
と
い
う
意

味
で
す
。[

不
尽
山]

は
、
山
の
頂
に
年
中
、
雪
が
絶
え
な
い
と
い
う
意
味
で
す
が
、

夏
の
富
士
山
に
は
冠
雪
は
あ
り
ま
せ
ん
。
余
り
の
大
き
さ
を[

尽
き
る
こ
と
な
き]

と

表
現
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
他
に[

福
寿
山]

が
な
ま
っ
た
と
い
う
説
、[

富

慈
山]

か
ら
き
た
と
い
う
説
な
ど
も
あ
り
ま
す
。[

富
士
山]

と
い
う
今
日
の
書
き
方

は
、
士
に
富
む
山
と
い
う
意
味
で
、
武
士
道
が
発
達
す
る
鎌
倉
時
代
以
降
の
も
の
と

み
ら
れ
ま
す
。
名
称
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
ア
イ
ヌ
語
の[

フ
ン
チ](

火
の
神=

火
山)

、

マ
レ
ー
語[

フ
ジ](

す
ば
ら
し
い)

な
ど
か
ら
き
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。 

 

毎
年
７
月
１
日
〜
８
月
２８
日
前
後
ま
で
が
富
士
山
の
開
山
期
間
。
き
ち
ん
と
し
た
計

画
、
装
備
で
無
理
を
し
な
け
れ
ば
、
子
供
か
ら
年
配
の
方
ま
で
登
れ
ま
す
。
山
開
き

期
間
は
実
際
に
は
、
残
雪
の
状
態
や
８
月
末
ま
た
は
９
月
最
初
の
土
・
日
曜
日
の
日

付
な
ど
に
よ
り
毎
年
変
更
さ
れ
、
登
山
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

登
山
道
か
ら
の
富
士
山
は
、
遠
方
か
ら
見
上
げ
る
富
士
と
は
異
な
る
姿
が
あ
り
、
火

山
灰
と
溶
岩
の
荒
れ
果
て
た
世
界
が
広
が
り
ま
す
。
ま
た
頂
上
か
ら
眺
め
る[

ご
来

光]

の
神
秘
的
な
輝
き
は
登
山
者
を
魅
了
し
続
け
て
い
ま
す
。
登
ら
な
い
と
わ
か
ら
な

い
崇
高
な
世
界
に
一
度
は
挑
戦
し
て
み
た
い
も
の
で
す
。 

  

 

 

 

 

 

祭 

 

【７月】日本では、7月を文月とよんでいます。文月の由来は、7月 7日の七夕に詩歌

を献じたり、書物を夜風に曝す風習があるからというのが定説ですが、七夕の行事は奈

良時代に中国から伝わったもので、元々日本にはないもの。稲の穂が含む月であること

から[含み月][穂含み月]の意であるとする説もあります。英語 Julyは、ユリウス暦を

創った共和政ローマ末期の政治家、ユリウス・カエサルにちなむといわれています。 

 

 ２日 半夏生       ７日 小暑／七夕  ２０日 海の日／月面着陸の日 

 ４日 米国独立記念日  １９日 夏土用    ２３日 大暑／ふみの日 

     

 

            

 

 

「2009年／世界天文年」 

土
用
と
は
中
国
の
五
行
思
想
に
基
づ
く
季
節
の
分
類
の
１
つ
で
、
各
季
節
が
終
る
約
１８
日
間
の
こ
と
。
五
行
思
想
で
は
全
て
の
事
柄
を

木
火
土
金
水
に
分
類
し
、
季
節
で
は
春
に
木
、
夏
に
火
、
秋
に
金
、
冬
に
水
を
あ
て
、
残
っ
た
土
を
季
節
の
変
わ
り
目
に
あ
て
ま
し

た
。
土
用
の
期
間
は
土
の
気
が
盛
ん
に
な
る
時
期
で
、
土
を
犯
す
行
為
は
し
て
は
な
ら
な
い
禁
忌
が
あ
り
ま
し
た
。
土
用
は
年
に
４

回
あ
り
ま
す
が
、[

土
用
の
入
り][

梅
の
土
用
干
し][

土
用
波][

土
用
の
虫
干
し]

な
ど
夏
土
用
を
い
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。  

 

 

７
月
は
各
地
で
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
大
き
な
祭
を 

３
つ
紹
介
。
日
本
な
ら
で
は
の
祭
を
堪
能
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

【
京
都
祇
園
祭 

１
日
～
】
祇
園
祭
は
八
坂
神
社
の
祭
礼
で
、
日
本
三
大
祭
の
ひ
と
つ
。

そ
の
歴
史
の
長
い
こ
と
、
ま
た
そ
の
豪
華
さ
、
祭
事
が
１
ヶ
月
に
わ
た
る
大
規
模
な
も

の
で
あ
る
こ
と
で
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

お
よ
そ

１１００
年
前
、
神
泉
苑
に
日
本
全
国
の

国
の
数
の
鉾
６６
本
を
立
て
、
祇
園
の
神
を
祀
り
災
厄
の
除
去
を
祈
る
祇
園
御
霊
会
を
行

っ
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
祭
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
１７
日
に
行
わ
れ
る
３２

基
の
山
鉾
巡
行
。
こ
れ
ら
の
山
鉾
の
う
ち
２９
基
は
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
巡
行
は
午
前
９
時
、
四
条
烏
丸
か
ら
長
刀
鉾
を
先
頭
に
河
原
町
通
を
経
て

御
池
通
へ
向
い
ま
す
。 

途
中[

注
連
縄
切
り][

く
じ
改
め]

や
豪
快
な
辻
廻
し
な
ど
で
見

せ
場
を
作
り
、
豪
華
絢
爛
な
一
大
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。 

【
大
阪
天
満
宮
・
天
神
祭 

２４
・
２５
日
】
天
満
宮
御
鎮
座
の
翌
々
年
、
９５１
年
に
社
頭
の
浜

か
ら
神
鉾
を
流
し
、
流
れ
つ
い
た
浜
に
斎
場
を
設
け[

み
そ
ぎ]

を
行
な
い
ま
し
た
。
そ

の
折
、
神
領
民
や
崇
敬
者
が
船
を
仕
立
て
て
奉
迎
し
た
の
が
天
神
祭
の
始
ま
り
と
さ
れ
、

千
年
の
歴
史
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
来
、
船
の
数
も
増
え
、
豊
臣
秀
吉
が
大
坂
城

を
築
い
た
頃
に
は
船
渡
御
の
形
が
整
っ
て
き
ま
し
た
。
天
下
の
台
所
と
呼
ば
れ
た
元
禄

時
代(

１７
世
紀
後
半)

以
降
、
天
神
祭
は
浪
速
の
繁
栄
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
隆
盛
を
き
わ

め
ま
し
た
。
幕
末
の
政
変
や
二
度
の
世
界
大
戦
で
中
断
が
あ
っ
た
も
の
の
、
昭
和
２４
年

に
船
渡
御
が
復
活
。
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
度
、
困
難
を

打
開
し
伝
統
を
守
り
、
盛
り
上
げ
た
の
は
浪
速
っ
子
の
土
性
骨
と
心
意
気
で
し
た
。
天

神
祭
は
今
も
、
そ
う
し
た
人
々
の
熱
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
支
え
ら
れ
、
発
展
し
て
い
ま
す
。 

 
【
博
多
祇
園
山
笠 

１
日
～
】
福
岡
博
多
の
街
に
夏
を
告
げ
る
博
多
祇
園
山
笠
。
７６０
余
年

の
伝
統
を
誇
る
博
多
祇
園
山
笠
は
、
博
多
の
総
鎮
守
・
櫛
田
神
社
の
奉
納
神
事
で
あ
り
、

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で
も
あ
り
ま
す
。
７
月
１
日
に
、
福
岡
市
内
の
あ
ち
こ
ち

に
豪
華
な
飾
り
山(
静
の
山
笠)

が
公
開
さ
れ
る
と
、
街
は
山
笠
一
色
に
染
ま
り
、
静
と

動
が
見
事
に
競
演
す
る
１５
日
間
が
始
ま
り
ま
す
。
締
め
込
み
姿
の
舁
き
手
の
男
集
に
、

威
勢
よ
く
勢
い
水
が
か
け
ら
れ
、
重
量
１
ト
ン
も
の
舁
き
山
を
勇
ま
し
い
掛
け
声
と
供

に
舁
き
、
後
方
か
ら
勢
い
よ
く
山
を
押
し
て
博
多
の
街
を
走
り
抜
け
る
舁
き
山
は
緊
張

感
と
ス
ピ
ー
ド
感
に
あ
ふ
れ
ま
す(
動
の
山
笠)

。
７
月
１５
日
午
前
４
時
５９
分
の
「
追
い

山
」
で
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
向
か
え
、
博
多
の
街
は
熱
狂
の
る
つ
ぼ

．
．
．
と
化
し
ま
す
。[

山

の
ぼ
せ]

で
の
男
た
ち
の
鼓
動
と
熱
い
魂
は
、
見
る
人
す
べ
て
に
感
動
を
与
え
ま
す
。 

 

【
木
造
住
宅
は
疲
れ
に
く
い
！
？
】 

 

最
近
、
「
何
と
な
く
だ
る
い
、
疲
れ
た
」 

と
い
う
言
葉
を
口
に
し
て
い
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

そ
の
原
因
は
働
き
過
ぎ
？
運
動
不
足
？ 

い
ろ
い
ろ
な
要

因
が
複
合
し
て
い
る
こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
、
も
し
か
し

た
ら
、
生
活
環
境
に
木
が
あ
る
と
、
そ
ん
な
口
癖
が
減
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
以
前
に
行
わ
れ
た
あ
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
か
ら
、
学
校
で
一
日
の
大
半
を
過
ご
す
子
ど
も

た
ち
や
教
師
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
校
舎
よ
り
も
木
造
校

舎
の
方
が
疲
労
感
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た

こ
と
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。 

 

ま
ず
は
、
子
ど
も
の
「
眠
気
」
「
だ
る
さ
」
及
び
「
注

意
散
漫
」
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
の
症
状
も
木
造
校
舎
の
方

が
低
い
値
が
出
て
い
ま
す
。
同
じ
く
、
教
師
の
蓄
積
疲
労

の
状
況
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見
る
と
、
気
力
の
減
退
や

不
安
兆
候
な
ど
、
精
神
的
な
疲
れ
が
木
造
校
舎
の
方
が
少

な
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
子
ど
も
に
と
っ
て

も
、
教
師
に
と
っ
て
も
木
造
校
舎
の
方
が
ス
ト
レ
ス
が
少

な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
次
に
、
欠
席
状
況
の
様
子
を

見
て
み
ま
し
ょ
う
。
病
気
欠
席
者
数
、
不
登
校
児
童
数
、

学
級
閉
鎖
数
共
に
、
木
造
校
舎
の
方
が
少
な
い
と
い
う
結

果
が
出
て
い
ま
す
。
最
後
に
、
保
健
室
の
利
用
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。
保
健
室
に
行
く
理
由
を
、

頭
痛
や
腹
痛
、
怪
我
な
ど
に
よ
る
利
用
と
、
相
談
事
の
利

用
、
「
具
体
的
な
理
由
は
な
い
が
教
室
に
い
た
く
な
い
の

で
保
健
室
に
来
て
し
ま
う
」
と
い
う
あ
い
ま
い
な
理
由
の

３
つ
の
状
況
に
分
け
、
木
造
校
舎
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
校

舎
と
の
利
用
頻
度
に
違
い
が
あ
る
の
か
を
調
査
し
ま
し

た
。
頭
痛
や
腹
痛
、
怪
我
な
ど
に
よ
る
利
用
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
校
舎
よ
り
も
木
造
校
舎
の
方
の
利
用
割
合
が

低
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
談
事
や
あ

い
ま
い
な
理
由
に
よ
る
利
用
は
、
両
校
舎
共
に
利
用
率
は

低
い
の
で
す
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
校
舎
で
は
、
利
用
率

０
％
と
い
う
学
校
は
少
な
い
こ
と
が
分
か
り
、
木
造
校
舎

の
場
合
、
約
半
数
の
学
校
で
利
用
者
は
な
い
と
い
う
結
果

も
出
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
近
年
、
精
神
的
、
感
覚
的
な
快
適
感
と
、

校
舎
の
種
類
に
は
何
ら
か
の
関
連
性
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
注
目
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。
事
実
、
こ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
か
ら
は
、
木
造
校
舎
の
方
が
精
神
的
、
感
覚
的

な
快
適
感
に
お
い
て
、
軍
配
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
同
じ

調
査
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
校
舎
の
内
装
に
木
を
多
用
し
た

時
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
場
合
も
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
校
舎
よ
り
は
ス
ト
レ
ス
が
軽
減
さ
れ
る
と
い
う
結

果
が
出
て
い
ま
す
。 

 

ま
だ
ま
だ
、
原
因
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
の
で
断

言
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
木
に
は
不
思
議
な
癒
し
の
力
が
備

わ
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 
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